
 

 
 
 
 
 
 
 

 高齢の妻が、年金のほとんどを保険料の支払

いに充てている。あまりにひどくないか！ 

   ◆ 被害内容 ◆  【相談者 ７０代男性】 

高齢の妻が、１０年位前から、息子や娘や孫を被保険者にして１業者で１９件もの 

契約をしていたことがわかった。妻の年金（約１３０万円）のほとんどが保険料に充て 

られている。とても常識的な保険契約とは考えられない。 
 

● 対処方法 ●  

これは、高齢者が、商品の

をさせられ、収入の全てが保

・ センターからこの状況を

取り調査が行われ、相談

時の加入分については契

 
最近では、銀行や郵便局

れています。事例のようなトラ

・ 先ず、貯蓄が目的なのか

・ 個人年金保険や投資信託

説明を求め、十分に理解

また、高齢者の場合、自分

あっていないかも注意しまし

一人で悩まないで、早めに

ご相談ください。 

発行： くらしの安心ネットと
ご相談は… 
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平成２０年１０月１０日 
しくみをよく理解できないままに次々と保険契約

険料に消える状況に陥った事例です。 
保険会社に申し入れたところ、審査部門の聞き

者の意向に沿って、満期の近いものは継続、近

約の取り消しとなりました。 

でも保険商品や投資信託等の金融商品が扱わ

ブルにあわないためには、 
、投資が目的なのかをはっきり告げる、 
等を契約する場合は、商品のしくみやリスクの

したうえで契約する、ことが大切です。 
が気をつけることはもちろん、家族がトラブルに

ょう。 
家族や市町村相談窓口、消費生活センターに 

そんなに契約 

したかねぇ～

やま (事務局：富山県消費生活センター )  

２－９２３３ (消費生活相談)   

３－３２５２ (消費者金融･多重債務相談) 

６-２５－２７７７ (消費生活相談、消費者金融・多重債務相談) 


